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本邦およびその近接地域における異形吸虫科

（Family　：　Heterophyidae）　Iこ属する吸虫類の

metacercaria に つ い て

小　 宮 義　 孝 鈴　 木

国 立予防衛 生研究所寄生 虫部

（1966年3 月15 日受領）

本 邦学者の手 による異形吸虫科（Family　：　Heterophyi－dae

）に属す る吸 虫類 のmetacercaria の研究の歴史は古

い．　1913 年横川（定）に よって横川吸 虫のmetacercaria

が発 見されて以来，恩 地・西尾（1915 ～16），田部（1922），

錦織（1924），勝 田（1932），長 谷川（1934 ），泉（1935 ），山

口（1942）お よび三島（1959）などによ り， 合計15 属28 種

のmetacercaria が記録 されてい る．

こ れらのmetacercaria は， こ とごとく 魚類を第二中

問 宿主 と する もので あるが， これ ら のmetacercaria

は 各人 により， ばらばら に発表され たままに なっ てお

り，　Heterophyidae とし て統一された 概観を記載し たも

のは未だ存在しない． しかし，それでは不便 なので 著者

らはここ にFamily　Heterophyidae　に属す るmetacerca －ria

の統一的 な概観 を作成し て ここに発表す るこ とにし

た． 附表がそれであるが，これについて以下， 少し く説

明を加えてお く．　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

Metacercaria の 種 類　 づ

先 に 述 べ た よ う に， 本 邦 人 に よ っ て 記 録 さ れ たmeta －

’l　I　　　　　　　　　■
cercaria の 種 類 は28 種 類 で あ る が， そ の 内 属 名 の 不 明

な も の1 種 （Meta ．ceΓcarta 　hasegawai 　a） を 除 く と， 残

る27 種 類 の も の は14 属 に 属 し て い る ． （た だ し ， こ こ

で はMetag りnimus　X・遥晶a 顛鹿 はM ．　yokogaw ぶ のsy‘nonym

と し て 取 扱っ た ．）

1．　Genus　Metagonimus　　3 種

2．　Genus　Centrocestus　　5 種 （内 種 名不 詳1 種）3

．　Genus 　Exorり 凾　　　　1 種

4 ．　Genus 　Psetidexり，Tみむ　1 種

5。6

．7

．8

．9

．10

．11

．12

．13

．14

．

了　　 司

Genus　Heteroph 、・6

Genus 　Hむなr砂廴yや夕心

Genus 月aplorり函

Genus 　StどZ畠が訪む。μぴ

Genus 　Py・がdiopsis

Genus 　Proce？‘θで7117夕z

Genus 　Stかtodora

Genus 　Pseitdogalactos。仞αGenus

Novei がestis

Genus 　Scaphαnocephalus

2 種1

種4

種3

種1

種2

種1

種1

種1

種1

種

その中間宿主

以上 のmetacercaria の中間宿主 としては，合計74 種

の魚類 が記録されているが，そ の内淡水魚 が最 も多 くて62

種， これにっ いで汽水魚の11 種 が多 く， 海 産魚 は1

種を算するのみである．

そしてその寄生部位は，筋肉， ヒレ， ウロコ， エラ等

が多い が， また胃壁，食道腔，腸 間膜お よび その附 近の

脂肪組織に附着している ものもあ る．

しかし， も の寄生部位は，1 種 で以上 の数個の場所 を・

とるもの もあるが，一般 に種 により概ね一定している．

寄生淡水魚名 お よび 寄生metacercaria の名称に っ い・

ては附表 を見られ たい．

なお，こ の附表に 見るように，　metacercariaの種によ

って，第2 中 間宿主 とする魚 類およびその種類 も異 なっ

てい る． 最 も多数 の 種をその 中間宿主 とする ものは，Met

　a即nimus 　y
。kogawai であっ て， 計43 種 の魚類へ

の寄生 が記録 されている． これに反して，　Heterop句 留

本研究の一部は文部省科学 試験研 究費によっ た， 記して謝意 を表する．
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jをatsuradai ，　Pseudogalactosoma 　mαfΓθ∫toma 註≪　No‘・7ε－mtestis

　armatum ，　Scaphatiocephalus 　expat・s心 な ど は ，

わ ず か各1 種 の魚 類 よ り し か 検 出 さ れ て な い い。 （附 表

参 照 ）

Heterophyidae に 属 す る 吸 虫類 の 人 体 感 染 事 例

以 上 のHeterophyidae のmetacercaria は， す べ て 魚

類 に 寄 生 し てい る以 上， 魚 類 生 食 の 嗜 好 を 有 す る 本 邦 人

等 に お い て は，当然 そ の人 体 感 染 の 可 能 性 が 考 え られ る 。

い ま， こ れ らHeterophyidae の 内， 人 体 に 自 然 寄 生

を 見 た事 例 は7 種 であ り， ま た， 実 験 的 に 人 体 に 感 染 せ

し め得 た 事 例 は9 種 で あ る。

そ の種 名 は 次に 記 す が如 く で あ る 。

人 体 か ら 自然 感 染 が証 明 さ れ た 種 類

1．A を■tagonimus　j．・a恥 即t 叱 丿　　　　　 横 川 （1912 ）2

．　Centrocestus 　foりnosanus　　　　　 黒 川 （1935 ）3

．冫畑 作 砂yz、yes　katsuradai　　 尾 崎 ・浅 田 （1925 ）4

．　j陌・teropiりes 　nocens 註2 ）　　　 恩 地 （1915 ）5

八 陏 なり ／）勿 砂 出 ご回Z・辿 α　　　　　 山 口 （1939 ）6

．　Stぶantchasmus ル 厶catus　　　　 高 橋 （1929 ）7

．　Py がぷ ゆ 臨 ∫umrna　　　　　　　　　　 高 橋 （1929 ）

人 体 へ の実 験 感 染 が証 明 さ れ た 種類

1．　Metagonimus む なurad ，ぷ　　　　　　　泉　　（1935 ）2

．　Centrocestus 　aΓ。latus　　　　　　 田 部 （1922 ）3

．　Ct。zZr・，r・Z 亠 α∫αゐi　　　　　　 三 島 （1959 ）4

．　Hapl ・，7ゐ£sXα読誦絎 註3）　　　　 錦織 （1924 ）5

．　Haplor り ’lis　taichu丿　　　　　　 錦 織 （1924 ）6

．　Haplorcl 出 回ca7 り 南　　　　　 勝 田 （1932 ）7

．　Haplorc みIS　yoke響zw ㎡ 註3）　　　 勝 田 （1932 ）8

．　Stellantchas ・ 。5　formosan ・4S　　　 錦織 （1924 ）9

． 乃1，αΓa7・um　varn 。z　　　　　　　 實 景 （1956 ）
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そ の 宿 主に属す る吸 虫類 のとmetacercaria
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THE　MET 　ACERC　ARIAE　OF　TREMATODES　BELONGING　TOTHE　FAMILY　HETEROPHYIDAE　FROM　JAPAN

AND　ADJACENT　COUNTRIES

Yoshitaka　KOMI 　Y　A　＆　Noriji　SUZUKI

｛Depart ’meがof 　Parasitology，皿itional　Institi心of 　Health，　Tokyり）

The　metacercariae　of　trematodes　belonging　to　the　Family　Heterophyidae　from　Japan　and

adjacent　countries　were　reviewed　and　enlisted　into　a　table　along　with　their　intermediate　hosts ．They

all　were　found　harbored　in　the　fish，　among　which　the　fresh　water　one　occupying　the　majorpa

沈　Among 　2£！i　species　of　Heterophyidae　metacercariae　found　from　Japan　and　adjacent　countriesseven

　species，　Metagonbnus　yoi をogahむai，　Centrocestus 　for刀losanus，月eterりphyes 　kaおurad ・ai，　He －teroph

り’6　nocens，　Heteropみyopsis　continua，　Stellantchas。lus　falcatus　and　jでygjぷ 邨 屁s　sx。Xz。la　haveteen　proved　naturally

infected　to　human ．　Another　nine　species ，　Metag －・㎡。Ills　jをαお。radai ，Cent

Γθ（7どstu∫αΓmatus ，　C．心adai ，　Hapl 。
，7みis

　taihokui，召IZ ぶchui ，召r．　yok。gazvai ，　St。llanだhas 　iμz
，
ぶformosanus

　and　Procerりuum 　vara
。n　have　been　proved　to　be　infected　to　human　e

χperimentally ．

（214 ）




